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帯誉しい麹質撃

～沖積世の日本～

§14洪積世と神職世のさかい

連続的に変化する自然現象を明確な一線で区別しよ

うというのはもともときわめて困難なことです.洪

積世と沖積世のさかいも裏た前回に述べた第三紀と第

四紀のさかいにおとらず理論的にも実際的にも厄介

な問題をはらんでいます.r現在は第四間氷期であって

氷河時代はまだ終っていない｣とか｢地球上にはまだ

大きな氷河が残っている.してみれば現在はまだ第

四氷期の末期だ｣とかいった議論もあるくらいですから

沖積世･洪積世と区分するのもかたり便宜的な性格が

っよいといえましよう.

“沖積世"という言葉の内容について最近では2通

りの考え方があります右1つは北欧を中心とした氷

河地域で確立された考え方でふつうに沖積世を最近の

1万年間と規定するのはこの考えに基づくものです.'

他の見解は氷河の発達しなかった地域(のおもに海岸

地域)で提唱されてきました､

北欧風の立場では沖積世の始まりは次のように定

義されます.ヴユルム氷期の最盛期に南方ではベル

リンｰワルシャワを結んだ線あたりまで進出していた

大氷床はその後次第に縮小し何段階かをへて順次

北方へ後退して行きました.そして最盛期の南限から

約350～400km北方へ後退したところ(ストックホノレ

ムｰヘルシンキを結んだ線の付近)で氷床は最後の

坂本亭

屋踏みをみせました.この足踏みは約660年間つづ

いたのですがやがて著しい気温の上昇とともに氷

床はふたたび北方への後退をはじめついに最終的に

スカンジナビア半島から姿を消すにいたりました.

この最後の足踏みの終り一後退の再開をもって沖積

世(あるいは後氷期Postg1acia1age)の始まりとする

わけです.これカミ今から約1万年前もう少し詳し

くいうとユ0,150年前(1950年を基準として)のことです.

なおこの氷床の後退期(晩氷期Deglacia1age)に

氷床の南側(現在のバノレト海の地域)に一大氷河湖一バ

ルト氷河湖一が広カミっていました.そしてバルト

氷河湖の水は氷床の後退にともない海への出口を得

て急激に流出しやがて淡水湖からヨルジヤ海と呼ばれ

る内湾性の海域と変りました.バルト氷河湖→ヨルジ

ヤ海→アンキノレス湖→リヅトニヤ海をへて現在のバル

ト海にいたるまでの晩氷期･後氷期における北欧の氷河

の後退･古地理の変せん･地殻の運動などの様子は氷

河の残した堆積物(とくに氷結粘土Var∀edClay)に基

づいてきわめて詳しく年輪を数えるようにユ年1年

と数え上げて研究されています.

ところで上に述べたように沖積世の始まりを氷

床の後退の途中のある事件におくことは氷河地域周辺

では成り立ちます.たとえば北欧と北米の氷河地域

の間では細かい対比に成功しています.しかし目

14-1図北欧における第四

紀後期の古地理の変せん

左上:バルト氷河湖の時期

～10,O00年瀞I

右上:ヨルジヤ海の時期

101000～9,000角…揃i

左下:アンキルス湖の時期

9.OOO～7,500年前

右下:リヅトミヤ海の時期

7,500～4,OOO年前

14-2図氷縞粘土の一例

明色部が夏縞暗色部は冬

縞模の線は各隼の層のさ

かい�
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本のように氷床が発達しなかったリあるいはほと

んど発達しなかったところではうまくいきません､

北欧などで沖積世の始まりとされている事件に対床する

現象がここでは確認することができないからです.

最近さかんに利用されている放射性炭素]℃による

年数の測定結果では日本のいわゆる“沖積層"の基底

部が今から約1.8～1.6万年前に堆積したことカミ半■1って

きました.基底から表面まで連続的に発達する“沖

積層"のなかでほんとうの(沖積世に堆積した)“沖

積層"と洪積世末期の“沖積層"とを区別しようとす

れぱたんに測定した年数だけをたよりに人為的にさ

かいを引かなくてはならないでしょう.またなんと

かして人為的荏さかいを引いたとしても地層は一連

のものでありそのさかいは実際的にはあまり意味の桂

いものでしかあリません.

こうした観点から沖積世の規定に関する第2の意見

が出されてきたわけです.その意見というのは“沖

積世"の始まりをヴユノレム氷期に海面がもっとも低下

した後の世界一的在海進(海面上昇)がはじまるときに

おいてはどうかというものです.したがってこの

“沖積世"はおおよそ北欧での晩氷期と後氷期とをあ

わせたものとなリます.いってみればいわゆる“沖

積層"のなかで洪積世末期の部分と沖積世の部分とを分

けようというのでは放く逆にいわゆる“沖積層"の堆

積した時期を沖積世と呼ぼうとするわけです.もっと

もこうして規定された時期を呼ぶのに以前から使わ

れていたHo1ocene(沖積世･完新世あるいは現世)と

区別するためにEustaticHoloceneという言葉が提唱さ

れています.この第2の意見の方が海岸平野の地下

地質を扱うような実用的な場合だけでなく洪積世末か

ら沖積世へかけての地史を考える上にも有効だといえ

ましよう.

14-1表

枠横層と洪積層の識別基準(羽鳥ほか1962)

�沖積層�洪積層

�おもに暗灰一青灰色�暗灰一青灰～黄灰一褐色とい

色�賞褐色のことはほと�ろいろある東京湾北部では

�んどない�黄褐色を示すことが多い

標準貫入�シルト･粘土:10以下�シルト･粘土･砂:主に10以上

試験のN値�まれに20をこえる�浦安方面では

�細粒:30以下砂粗粒:40以下�シルト･粘土:10-30

��砂:30以上

�全般的に含まれる�ところどころに含まれ破片

貝化石�浦安方面では多産�となっているものが多い

�破片となっていない�

�ものが多い�

腐構物�基底部に多い�浦安方面ではないが五井方

��面ではところどころにあリ

軽石､火山灰�なし�あり

拷相�上下･左右の変化が�上下･左右の変化のはげしい

�比較的緩�ところ互層をなすところな

��どあI〕

�これから後てば“沖積世"あるいは{沖積層"という�

�ことばをこの第婁の意瞭で使うこ&蛇し凄す｡�

�何はともあれ約凄万年前から海面は上昇をはじめ�

�それに伴って地層の堆積がはじ雲り凄した岨海面上昇�

は今から約6壷000年前(考古学でいう縄文時代初期)

に最高に達し現在の海面に比べて数㎜高く校1っ漢した｡

海面は約五｡δ万年間に約工00蘭年平均6.6腕mσ)

割合いで上昇したことになります.地殻運動による普

通の昇降運動の速さは年平均にして1～2mm程度とい

われていますからこの時期の自然環境の変せんに対し

て海面上昇がいかに大きな役割りを果たしていたかが

削るでしょう.

この高海面期に形成された海蝕台地や海蝕洞は今で

も海岸やあるいは海から多少はなれたところに残ってい

ることがあります.日本ではこの海進のことをそ

れカミ最高に達した時期の名をとって“縄文海進"と呼ん

だりあるいはその地層がもっともよく研究されてい

隆起海蝕台の一部現在では水困に面した台地の突端にある(茨城県那河湊市)

る地域の名前をとって“有楽町海進"

と呼んだりしています.日本列島

が大陸から切離され最終的に孤

立化したのもこの海進を通じての

ことです.

なお沖積層の研究には当然

ボｰリングなどをたよりにすること

カミ多いのですが沖積層のすぐ下位

に所期の洪積層が伏在する場合に

は両者の識別ははなはだ困難です.

ボｰリングの鴛アや柱状図を利用す

るときの参考として東京湾北部地

域で沖積層と洪積層(東京層または

成田層群)とを識別するさいの基準

14-3図�
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としてあげられているものを表に示しました.

§15沖積層

目本の国土は狭く山がちであるとはいえその13%は

沖積層のつくる平野地域です.沖積層の層序内容は

洪積世末期から沖積世にかけての自然環境の変ぜんと

くに海面の低下と急激た上昇によって大きく規定され

ています.海岸地域の沖積層の層序はふつう基底

部にあまリ著しくない砂層(ときに礫を含む)カミあリ下

部砂層と呼ばれます.中部は厚いシルト｡粘土を主

とし腐植物や貝殻を多く含み中部泥層と呼ばれます.

中部泥層の中程にはところによって深さ20～30m

のところにレンズ状または層状に砂層(中部砂鰯)を挾

んでいることもあります.この砂層は約1万年前の

一時的な海面停滞期に形成されたものと予想されていま

す.沖積層の上部にはふたたび厚さ5～10m(と

きに20mに達する)の砂層が発達し上部砂綴と呼ばれ

ています.これは6,000年前以降の海面の停滞期

����竃｡幽王竺禦､������東

����.衿1=.層1�麟面'�����

1O��･･止��������

���一1''�･シルト層･''一'■�■�����

20��������.三■'�'一一�

������'一､二����

��､シルト層��������

30･����棉･卜構������

������

������

40･�����辛､1■嘱'玖曾1;;腐柄まじり1杣1-1章ぺ����火山灰�

���������沖�

50�����;11;I11I-111111一.･l11㌧;主躍三1摺二､主ニム1･����積�

沖稿層��･砂層一�������層�

�←�■一`.'一“I..�������‡�

�洪積層��������一�
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15-1図淡屋平野南部の斜め航空写真
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15-2図大分海津の沖積層(模式的な断面図)

北

海水準

ぺ

､曲､}畦岨磁繍繭臨驚靖喋融籔

糸

妻

1ト3図瓜慈

州域Q⑳締積層

第遁一望表

通日都における紳積層基底の魯の深意

工(洪積棋末に陸化した)

内湾に漆ぐ河(海面下)

酋利根川(江戸岬6腕

名簿嚢jい60節

二木曾川i55n}

杉養川一35rα

旭川(岡山付近)23醐

大分川餐5m

双外洋に注ぐ河

北上川85醐

天麓川導｡搬

廃川里腕

婆餅川繍㎜

東

15-4図鳥取砂丘�
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15-1表南関東の第四紀末期の地史(貝塚1965)

年撤C��地質文化�地蒔����

二よる｡�.代�時代ム地����海面�

�����民地�十一一100m�地形の変化

��魔迎���盛土�1�

1.000�����上�;�白

��古���部�'�二然

2.000��弥生�����

�神�L晩期'一一一煕一���泥�;小海避�

�����煽�､�

������､�

㌮〰〉����

����有�1･蔀�I-1�諦洲推3の

4,000��後期�I�楽��1�

����

��文1中期■..･前期��町�砂�'�

����

5.OOO�微���嘱'�稿�'�鍵盤輸議

����

������1嘩進1賊�のjl;

6.000����神���

��･'･..■��繍���

����層1一��､�発,推畿1王

7.000��謄����､�

�批�����､瀞一�

8.000����文早期黒＼椎'尼､.....層､海i動拝島<揖滞糠茂呂蛾警ぶ暗鯛植物!､南化石!1���入卜汀花の廊

�������■

�������坦;

9.000�������大

��〰����

�洪������惚没一2ト

�欄������30m面)

20.000�脱ピ�土�����

�ユ������古東京川

�ル������(槻没下f舳｡

����

30.OOO�氷������

�理��並川����･t川投1モ

���礫嘱����岬没中位繭)

��住����

(あるいはわずかに低下する時期)に形成され現在も

形成されつつある三食州の前置層にあたります.大き

な河の下流部ではこの上部砂層に相当する表層のごく

薄い部分だけカミ河成層であり沖積層の大部分は海成層

であることカミ多いようです.有名な鳥取の大砂丘をは

じめ日本海岸･太平洋岸各地の砂丘も主として最後

の6,OOO年聞に形成されました.

海岸地域の沖積層の下に深い谷が埋もれていること

はすでに何度も述べました.第15-2表には大きな

河の河口部における沖積層の基底の谷の深さの例を

いくつか上げました.最近では大都市の周辺におい

て都市計画｡都市防災の観点から沖積層下の谷地形

はか在り詳しく調べられています.沖積層の基底面

欝潔

･■地､つ

15-5図多摩川沿いの沖積層基底面(羽島ほか一1962)

の等深線図は前に東京の江東地域の例を示しましたか

ここには多摩川ぞいの例と名古屋港付近の例とを示しま

した.これらの図を見ると洪積世末期に生じた深v'

谷の他に沖積層下に埋没した台地カミ存在することに気

づきます.名古屋港付近の例でいえば図の右(東)

側に一10m以浅の平坦地があり中央部には半島状に南

へ伸びた一15～一25mの台地力湖りょうです.各地の

埋没段丘のあるものは洪積世末期の河岸段丘(立川段

丘など)のつづきですがその他に約1万年前の海面

停滞期に形成された波蝕台(深さ20～30m)や6,OOO年

前以降に生じた一10m以浅の波蝕台も含まれています.

沖積世後半の自然環境の変せんは考古学的な資料

(たとえば貝塚の分布やそこに含まれる貝類がおも

に淡水のものか海産のものか等)をつかって各地で

詳しく調べられています.歴史時代になってからの古

地理の変化もいちじ｡るしいものがあり凄すがここでは

すでに自然条件というより人間の力が大きく支配して

きています.
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{名古屋享巻一

あとがき

歴史時代に語カミふれたところで私の第四紀の話は終

りです.こうして“第四紀の話"という表題で書きつ

づけてきましたが内容ははなはだ貧弱たも

のでしかありませんでした.火山のことや

鉱床･応用地賓関係などいうべきことはま

だ多多あります.こういったことはもっ

と適当な人に稿を改めて筆をとってもらいた

いものです.第四紀の研究は従来の狭い

15-6図名古屋港付近の沖積層の基底(松沢･桑原1964を簡略化したもの)

15-7図貝塚の分布から推定される石器時代の海岸線�
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地質学の範囲だけでは片づきません.地質学･地形学･

土壌学･考古学･生物学･気候学･'一等々広い関連科

学の協力と総合の上に立ってはじめて第四紀の自然環

境の変せんとその変せんの法則性とを明らかにすること

カミできるでしょう.それにしても第四紀の総合的な

研究所カミ目本にまだ一つも鮎･ことはこの分野の発

展のために心細いかぎりです.

現在日本の第四紀の研究を語るには各地の研究者

･教師･学生が自主的に組織しているいくつもの団体

研究グルｰプの存在を忘れてはなりません.関東ロｰ

ム研究グルｰプをはじめ各地の団研グルｰプは着実な

調査活動によって多くのめざましい成果をあげてきま

したし今後も第四紀の研究に主要な役割をはたしてい

くことでしょう.第四紀について実際に調査をし自

分の手で研究したいという場合各地のこういった団体

研究に参加するのカミもっとも有効な方法でしょう.

第四紀研究のもう一つの側面として最近建設工事

などに伴ってさかんに行われるように狂った地下地質

の調査があります.いろいろな機関の手でぱらぱら

に行荏われている調査の結果が学問的に検討をうけ集

約されるようになったならぱ第四紀学の新たな発展を

もたらしそれが同時に地下地質の解明に有効に反映し

ていくと期待されるのですが現状では困難なことでし

ようか.

第四紀については多くのすぐれた学術書･普及書が

出版されています.たとえばrTheGeologicDe∀elop･

mentsoftheJapaneseIsland｣の第四紀の項は最近

の研究成果をもっともよく総括したものです.ここで

は手に入りやすいおもな単行本を列挙して稿を終る

ことにしましょう.
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地学と切手

知床国立公園堀内恵彦

北海道の東北端にオホｰツク海に突出する幅29km

長さ65kmの半島が知床(シレトコ)半島でアイヌ

語のrシレトク｣から転化したものです.この半島の

中央都には千島火山帯に属する知床岳硫黄山羅臼

岳ツニシベツ岳還音別岳海別岳などの火山が連続

して山脈を形成し分水界となっておりこの北側は斜

里町南側は羅臼町で国立公園は遠根別岳から東北

方の面積413.75km2の区域でわが国唯一の原始的景

観として区域の50茄以上が特別保護地区に指定され

ております.

知床の谷山の地形は複雑ですが硫黄山は現在も活動

し最近では昭和11年に多量の硫黄を噴出しました.

この山陵の各所には湖沼が点在し海岸はこれらの火

山が海蝕により削られ30}100鵬の断崖カミ連続し豪

壮さを誇っています.またこの断崖に1まウミウウミ

ネコイワツバメ等の海鳥が多く穣當し産上にはオジ

ロワシが繁殖し野鳥の楽園の観があります.

知床はそのほとんどが漂生林で標高600m以下は

針葉樹と旗葉樹の混交林900mまでは広葉樹林さら

に1,200㎜までは灌木それ以上はハイマツと高山植物

帯で羅臼岳･硫黄山の山頂は各所にお花畑がみられ

ます.

半島の突端は20～30mの海成段丘で草原地帯となっ

ておりここには肩器時代の遺跡があり竪穴式住居跡

やオホｰツク式土器が発見されました.このほかにも

半島各所に遺跡がみられます.全地域を一度はみる必

要のあるところですが交通その他の関係でとくにみ

るぺき場所をあげますと次のとおりです.

知床岬･…最先端で入りくんだ犬小さまざまの奇岩

怪石が散在し20}30㎜の断崖の上には黒百合ガン

コｰ蘭ぞ･マナスなどが咲きみだれる大草原が広がり

さいはての広漠たる風景がみられます

岩尾別の断崖…･北側の海岸岩尾別付近に10km

にわたる100～200㎜の海蝕崖がみられます.これは安

山岩の溶岩流台地が海水に侵蝕されたもので壮絶な液

がめです

知床五湖…･岩尾別の知床連山山麓に点在する湖

で天然榊こおおわれた五湖それぞれに趣の異なる仙

境です

羅臼岳…･知床の最高峰(1,661m)で山頂からは西

にオホｰツク海を東には国後島をながめ痢床の原生

林や遠く網走から阿寒の山々を望むこともできます

羅臼湖･…半島最大の湖で周囲は湿原と狂ってい

ます

以上夏期には南北一周の観光船も運航され順次観光

の便もはかられつつあります.ぜひ一度は訪れたいも

のです.国立公園指定は昭和39年6月1周切手は

本年11月15目10円(羅臼湖からの羅臼岳)5円(斜

里海岸からの硫黄岳)です.�


